
令和４年３月 29 日

令和３年度指定管理者評価委員会 評価結果

浜名港プレジャーボート係留施設指定管理者評価委員会

以下のとおり年間評価を報告する。

１ 対象施設 浜名港プレジャーボート係留施設

２ 評価期間 令和３年４月１日～令和４年３月 31 日（実績見込みを含む。）

３ 評 価 日 令和４年２月 18 日(金)～３月 25 日(金)（書面開催）

４ 評価委員

（◎：委員長）

５ 評 価

(1) 評定

氏 名 役職等

大石 真裕 (一財)静岡経済研究所 総務部長

小林 宏行 海事代理士小林事務所 海事代理士

◎ 髙瀬 進 静岡県漁業協同組合連合会 指導部長兼漁港振興課長

住川 守雄 静岡県中小企業団体中央会 西部事務所長

上森 達朗 (一財)日本海洋レジャー安全・振興協会 救助事業部長

項 目
評価素点

(平均)
傾斜配点 配点

施設の設置目的の達成 3.8 ４ 15

サービスの向上 3.4 ４ 14

適正な管理運営 4.0 ４ 16

協働体制の推進 4.2 ４ 17

ＰＤＣＡサイクルの適正な運用 3.6 ４ 14

配点合計 76

評価 配点合計

良 評価できる 76／100 点満点



(2) 委員意見

・指定管理者においては、湖内を航行する船舶の安全確保や、係留施設の管理運

営を適正に実施し、不法係留や放置艇対策に十分に貢献している。

・利用者減による減収対策については、公的機関、湖内を利用する関係者が協働

して、魅力ある浜名湖の振興策や湖内の総合的な利用の推進を図る必要がある。

・新規募集が年に１回というのは消極的ではないか。



【参考】評価基準

委員は計画に対する実績を評価項目毎５段階で評価します。

評価項目毎の委員の評価点の平均を評価委員会の評価点（小数第２位四捨五入）とし、

傾斜配点（初回評価時は５、２回目以降は４）を乗じて配点（小数第１位四捨五入）と

します。

配点の合計に応じて、４段階で総合評価します。

５段階の評価点、評価項目及び４段階の総合評価は下表のとおりです。

＜５段階の評価点＞

＜評価項目＞

※初回評価時は評価項目から除外。

＜４段階の総合評価＞

評価点 評 価

５ 事業計画を大いに上回る成果を挙げている

４ 事業計画を上回る成果を挙げている

３ 事業計画を達成している

２ 概ね事業計画を達成している

１ 事業計画が達成されていない

評価項目 項目の内容

施設の設置目的の達成

・管理運営の基本方針

・利用隻数（利用率）

・利用料金収入

サービスの向上
・新たなサービス又は既存サービスの向上

・苦情処理の体制

適正な管理運営

・施設の保守点検、清掃及び修繕

・安全対策、事故発生時の対応

・非常、緊急時の危機管理体制

・職員の配置計画

・経費削減の方策

・個人情報保護対策

協働体制の推進
・地元との調整、連携

・水域関係者との調整、連携

ＰＤＣＡサイクルの

効果的な運用※

・前回評価時の改善事項に対する改善状況

区 分 配点合計 総合評価

優 85 点以上 大いに評価できる

良 70 点以上 85 点未満 評価できる

可 50 点以上 70 点未満 普通

要改善 50 点未満 改善を要する


